








まとめ 

 以上思春期の保健医学に関する問題点とその対策を検討したが,研究班のなかで常に問

題になったのは,両親,家庭,学校および地域社会が思春期問題をもっと直視し重大性につ

いての認識を持つべきであるという点であった。現在問題になっている校内暴力や性行動

の早傾化などは氷山の一角であり,乳幼児期の母子関係や家族のあり方にまでさかのぼっ

て考えるべきであり,一方医学的にも思春期の栄養や生活習慣が成人後に及ぼす影響など

基礎的な問題に本腰を入れた調査研究である。(基礎研究が必要な項目については昨年度報

告した。)現実的な対策としては,行政のたてわりを超えた地域としての統括が最重要であ

り,その方策をのべた。 


